
 

 

 

 

 

 

住宅用チェックシート 

届出対象行為については、以下エリア別に定めた景観づくりの基準（遵守基準）への適合が必要です。 

なお、土地利用条例の手続き対象となる行為については、土地利用基本計画に定める開発事業の基準など

との整合が必要になりますので、別途「土地利用ガイドライン」もご参照ください。 

注１ 土地形質の変更(造成や土石の採取など)や特定外観意匠(広告物の表示など)に関する基準は景観計画をご参照ください。 

注２ 山岳エリアにおいては、中部山岳国立公園の管理計画に定められた基準を遵守するものとします 

注３ 景観づくり重点地区に指定された場合は、その地区に定められた基準を上記基準に代えて遵守するものとします。 

壁面後退距離

１ まちなかエリア 

沿道では周囲の建物と

壁面線を揃えるなどの

配慮をしましょう。 

２ 田園エリア 

隣接する敷地の状況を踏

まえて、建築物の壁面を

後退させましょう。 

・道路境界から2ｍ以上 

・農地境界から2ｍ以上 

・隣地境界から1ｍ以上 

３ 山麓・山間部エリア 

⑴ 山麓保養区域 

 (西山山麓重点地区) 

景観計画で以下の内容

が遵守基準として定め

られています。 

①道路後退 

原則として道路境界か

ら 5ｍ以上(主要幹線

道路からは 10ｍ以上) 

②隣地後退 

別荘･住宅：隣地境界

から３ｍ以上(隣地同

意があれば１ｍ以上) 

専用住宅以外の建築

物：隣地境界から 10

ｍ以上(隣地同意があ

れば５ｍ以上) 

⑵ 森林環境区域 

隣接する敷地の状況を踏

まえて、建築物の壁面を

後退させましょう。 

・道路境界から5ｍ以上 

・隣地境界から3ｍ以上 

色彩  
・外壁及び屋根の基調

色として用いること

ができる色彩は、原

則として、以下に示

すマンセル値の範囲

内とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※基調色とは、多くの

面積を占める色をい

います。 
 
※強調色(外壁のアク

セントとして使用す

る色で、各面の立面

積の 10％以下の色

屋根色は除く)、本

地域の伝統的な色

彩、非着色の素材色

は、基準の適用除外

とする。 

① 外壁の基調色 

色相 彩度 

R、YR 6 以下 

Y、GY、RP 4 以下 

その他 3 以下 

明度：制限はなし 
 
② 屋根の基調色 

色相 彩度 

R、YR 8 以下 

5Y、10RP 6 以下 

その他 4 以下 

明度：8 以下 


